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道　標

日
本
の
教
会
を
代
表
し
て
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の

偉
業
を
称
え
る
た
め
に
記
念
祭

を
開
催
し
続
け
て
い
る
鹿
児
島

教
区
。
こ
こ
数
年
は
ザ
ビ
エ
ル

上
陸
記
念
碑
の
あ
る
祇
園
之
洲

公
園
か
ら
の
徒
歩
巡
礼
と
ミ

サ
、
そ
れ
に
鹿
児
島
ユ
ネ
ス
コ

協
会
と
協
力
し
て
実
施
す
る

「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
」
な

ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
に
し
て

実
施
し
て
き
た
。

今
年
の
ザ
ビ
エ
ル
祭
を
準
備

し
て
き
た
実
行
委
員
会
で
は
、

今
年
が
戦
後
七
十
年
と
い
う
節

目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
「
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
記
念
祭
に
し

よ
う
」
と
徒
歩
巡
礼
を
や
め
、

代
わ
り
に
初
め
て
聖
体
礼
拝
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
だ
。

初
め
て
の
試
み「
聖
体
礼
拝
」

は
朝
七
時
三
十
分
か
ら
三
時
間

に
わ
た
っ
て
主
聖
堂
で
実
施
さ

れ
た
。
始
ま
り
こ
そ
数
少
な
か

っ
た
信
者
だ
っ
た

が
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
少
し
ず

つ
数
を
増
し
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
知

る
者
、
そ
れ
を
伝

え
ら
れ
た
者
、
ま

っ
た
く
知
ら
な
い

者
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
思
い
に
平
和

の
実
現
の
た
め
に

祈
る
静
か
な
時
を

過
ご
し
た
。

聖
体
礼
拝
後
は
、

郡
山
司
教
と
田
中

弘
允
氏
（
鹿
児
島

ユ
ネ
ス
コ
協
会
最

高
顧
問
）
に
よ
る

講
話
が
あ
っ
た
。

最
初
に
講
話
し
た

郡
山
司
教
は
、「
人
が
罪
を
犯

す
の
は
己
の
力
へ
の
過
信
か

ら
」
と
強
調
。「
イ
エ
ス
が
こ

の
世
に
剣
を
持
っ
て
き
た
と
言

わ
れ
た
の
は
、
心
の
中
に
な
け

れ
ば
よ
い
思
い
な
ど
を
そ
ぎ
落

と
し
、
謙
遜
な
者
と
な
れ
と
い

う
意
味
。
謙
遜
と
は
神
が
ど
ん

な
人
間
で
あ
る
べ
き
か
を
示
し

て
く
だ
さ
る
の
を
受
け
入
れ
る

こ
と
。
平
和
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

こ
だ
わ
り
を
捨
て
、
無
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

ま
た
学
生
時
代
は
「
空
軍
に

入
り
鬼
畜
米
英
を
抹
殺
し
た
か

っ
た
」と
い
う
田
中
弘
允
氏
は
、

「
穏
や
か
だ
っ
た
自
分
に
殺
人

を
正
当
化
さ
せ
た
戦
争
を
も
う

二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
一
人
ひ
と

り
の
心
に
平
和
の
砦
を
築
か
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
語
り
、

伝
え
あ
っ
た
。

ミ
サ
は
、
末
吉
卓
也
神
父

（
教
区
本
部
事
務
局
）
が
司
式
。

川
内
教
会
主
任
司
祭
の
大
松
正

弘
神
父
も
参
加
、
出
水
教
会
主

任
司
祭
の
萩
原
義
幸
神
父
は
ギ

タ
ー
伴
奏
で
加
わ
っ
た
。
説
教

で
は
末
吉
神
父
が
「
キ
ャ
ン
プ

の
出
会
い
か
ら
、
若
者
た
ち
の

豊
か
な
共
同
体
が
育
つ
よ
う
祈

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

キ
ャ
ン
プ
に
は
谷
山
、国
分
、

大
口
、
吉
野
の
四
教
会
か
ら
七

人
の
中
高
生
が
参
加
し
た
。
谷

山
教
会
の
坂
元
豪
さ
ん
（
中
学

一
年
）
は
「
キ
ャ
ン
プ
で
た
く

さ
ん
の
良
い
出
会
い
が
あ
っ

た
」
と
笑
顔
。
国
分
教
会
の
森

山
天
海
さ
ん
（
中
学
三
年
）
は

「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
初
め
て

の
出
会
い
が
嬉
し
か
っ
た
」
と

話
し
た
。
ま
た
、
岩
﨑
会
長
は

中
高
生
キ
ャ
ン
プ
を
「
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
」
と
し
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
後
に
も
実
施
で

き
れ
ば
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

（
報
告
　
諏
訪
勝
郎
神
学
生
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
小
教

区
を
超
え
た
中
高
生
間
の
出
会

い
と
交
流
が
生
ま
れ
た
。

教
区
青
年
会
で
は
今
年
、
小

教
区
の
枠
を
超
え
た
中
高
生
の

交
流
と
活
動
の
場
を
設
け
よ
う

と
中
高
生
サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ

を
企
画
。
初
め
て
の
試
み
の
た

め
、
ま
ず
は
互
い
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
テ
ー
マ

を
「
で
あ
い
」
と
し
た
。

十
六
日
、
参
加
者
は
ザ
ビ
エ

ル
教
会
に
集
合
し
た
。
郡
山
健

次
郎
司
教
か
ら
祝
福
を
受
け
、

川
内
教
会
へ
と
出
発
。
同
教
会

到
着
後
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
。
岩
﨑
会
長
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
説
明
が
あ
り
、
中
高
生

か
ら
ス
タ
ッ
フ
ま
で
各
々
が
自

己
紹
介
し
た
。

海
水
浴
は
西
方
海
岸
。
夏
の

海
を
満
喫
し
た
後
は
、
高
城
温

ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
活
動
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
人
々
の
心
に

平
和
を
築
く
役
目
を
担
う
宗
教

家
た
ち
に
尽
力
し
て
欲
し
い
と

願
っ
た
。

そ
の
後
は
正
午
の
時
報
に
合

わ
せ
る
よ
う
に
カ
テ
ド
ラ
ル
の

鐘
が
出
席
者
た
ち
に
よ
っ
て
打

ち
鳴
ら
さ
れ
、
鹿
児
島
の
町
に

平
和
を
願
う
鐘
の
音
を
届
け

た
。鐘

の
音
に
平
和
の
大
切
さ
を

感
じ
た
信
者
た
ち
は
、そ
の
後
、

主
聖
堂
で
聖
母
被
昇
天
の
ミ
サ

に
あ
ず
か
っ
た
。
こ
の
日
の
ミ

サ
に
は
、
約
二
百
八
十
人
の
信

徒
が
参
列
し
二
十
人
余
り
の
司

祭
・
助
祭
団
と
と
も
に
聖
母
マ

リ
ア
の
取
次
に
よ
り
、
世
界
平

和
実
現
を
祈
っ
た
。
ミ
サ
後
は

一
階
ホ
ー
ル
で
軽
食
に
よ
る
分

か
ち
合
い
が
行
わ
れ
、
信
者
だ

け
で
な
く
ユ
ネ
ス
コ
関
係
者
、

諸
宗
教
の
代
表
者
た
ち
が
心
の

交
流
を
し
た
。

毎
年
九
月
の
第
四
日
曜
日
と
さ
れ
て
い
る
「
世
界
難

民
移
住
移
動
者
の
日
」
は
、
一
九
七
〇
年
、
時
の
教
皇

パ
ウ
ロ
六
世
が
教
皇
庁
移
住
・
移
動
者
司
牧
評
議
会
を

設
立
し
た
こ
と
を
受
け
、「
各
小
教
区
と
カ
ト
リ
ッ
ク

施
設
が
国
籍
を
超
え
た
神
の
国
を
求
め
て
、
真
の
信
仰

共
同
体
を
築
き
、
全
世
界
の
人
々
と
『
共
に
生
き
る
』

決
意
を
新
た
に
す
る
日
」
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日
」
で
は
、
お
も
に
滞

日
・
在
日
外
国
人
、
海
外
か
ら
の
移
住
労
働
者
、
定

住
・
条
約
難
民
、
外
国
人
船
員
や
国
際
交
通
機
関
の
乗

組
員
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
「
祈
り
・
司
牧
的
協
力
・

献
金
」
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
を
通
じ
て
、
幅
広
く
支
援
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
が
、
八
月
十
五
日
（
土
）
ザ
ビ
エ

ル
教
会
で
あ
っ
た
。
今
年
の
記
念
祭
は
戦
後
七
十
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
も
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
も
に
も
ま
し
て
「
平
和
に
つ
い
て

考
え
」、「
祈
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

泉
へ
。
海
遊
び
の
疲
れ
を
癒
し

た
。
夕
食
は
教
会
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
。生
憎
の
雨
と
な
っ
た
が
、

花
火
大
会
を
愛
で
つ
つ
舌
鼓
を

打
っ
た
。

翌
十
七
日
。
ミ
サ
の
前
、

「
良
い
出
会
い
っ
て
、
何
だ
ろ

う
？
」
を
テ
ー
マ
に
分
か
ち
合

い
。
前
日
の
海
水
浴
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
花
火
見
物
等
を
通
し

て
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
も
手
伝

っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
で
互
い
の
気
持
ち
や
考
え
を

七
月
、
脳
梗
塞
で
市
内
の
病

院
に
入
院
し
た
糸
永
真
一
名
誉

司
教
は
八
月
に
退
院
。
現
在
は

唐
湊
の
司
教
館
で
療
養
中
。

平
和
実
現
の
た
め
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る

戦
後
七
十
年

今
年
の
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭

教
区
青
年
会
（
岩
﨑
信
幸
会

長
）
は
八
月
十
六
日
（
日
）
か

ら
十
七
日
ま
で
、
川
内
教
会
で

中
高
生
サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
た
。
中
高
生
対
象
の
キ
ャ

ン
プ
は
、
教
区
青
年
会
で
は
初

め
て
の
試
み
。
海
水
浴
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
等
、
夏
な
ら
で
は
の

テ
ー
マ
は
「
で
あ
い
」

教
区
中
高
生
が
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

教
区
フ
ェ
ス
タ
の
ご
案
内

９
月
13
日
（
日
）
13
時

か
ら
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
。

内
　
容

講
演
「
福
音

の
喜
び
」（
頭
島
光
神
父
）。

分
か
ち
合
い
、
ミ
サ
（
福

音
朗
読
で
、
ザ
ビ
エ
ル
教

会
学
校
に
よ
る
劇
）、
お
や

つ
、
16
時
30
分
閉
会
。
子

ど
も
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
講
演
と
並
行
し
て
あ

り
ま
す
。

糸
永
名
誉
司
教
の
様
子

9月27日は
世界難民移住移動者の日

▼
ポ
ル
テ
ィ
ユ
の
御
摂
理
修
道

女
会

二
〇
〇
九
年
秋
に
来
鹿
し
阿

久
根
修
道
院
を
設
置
し
た
ポ
ル

テ
ィ
ユ
の
御
摂
理
修
道
女
会

（
本
部
パ
リ
）
に
六
月
、
ベ
ト

修
道
会
だ
よ
り

ナ
ム
か
ら
新
た
な
会
員
二
人
が

加
わ
っ
た
。
新
し
く
教
区
で
働

く
こ
と
に
な
っ
た
二
人
の
修
道

女
は
、
ム
エ
ン
テ
ィ
・
ア
イ
ヌ

㊨
と
ド
ン
テ
ィ
・
ア
ン
テ
ィ
㊥

の
二
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
シ
ス
タ

ー
。
二
人
と
も
幼
稚
園
や
老
人

施
設
で
働
い
た
経
験
を
持
っ
て

い
る
。（
写
真
は
院
長
の
シ
ス

タ
ー
リ
エ
ン
と
一
緒
の
二
人
）

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
さ
ん
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
韓
国
人
朴

助
祭
が
司
祭
に
叙
階
さ
れ
る
。

ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
の
式
典
は
九

月
六
日
（
日
）
十
四
時
か
ら
。

当
日
は
車
の
乗
り
入
れ
不
可
と

な
っ
て
い
る
。

朴
鎭
亮
師
司
祭
に

平和の実現のために謙遜が必要だと司教が講話
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先
月
、ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

島
田
神
父
様
に
つ
い
て
の
本

（
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
司
祭

に
│
ト
マ
ス
島
田
喜
蔵
神
父
の

生
涯
│
中
田
秀
和
著
）
を
読
む

機
会
を
得
た
。
神
父
様
に
つ
い

て
は
無
知
に
等
し
か
っ
た
の
で

と
て
も
興
味
深
く
読
ま
し
て
も

ら
っ
た
。
九
月
十
五
日
は
、
司

教
座
聖
堂
献
堂
記
念
日
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
に
わ
か
知
識
だ

が
、
神
父
様
の
こ
と
を
少
し
分

か
ち
合
っ
て
み
た
い
。

神
父
様
は
明
治
維
新
の
十
二

年
前
の
一
八
五
六
年
、
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
家
庭
で
生
ま
れ

た
。
十
一
歳
の
時
、
母
親
の
薦

め
で
司
祭
を
志
す
こ
と
に
。
し

か
し
、
禁
教
令
下
の
当
時
、
大

浦
教
会
の
司
祭
館
に
身
を
隠
し

な
が
ら
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
他
の
志
願
者

た
ち
と
共
に
香
港
に
逃
れ
、
パ

リ
外
国
宣
教
会
に
か
く
ま
わ
れ

る
こ
と
に
。
そ
こ
で
マ
ゲ
を
落

と
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
く

だ
り
は
笑
え
な
い
。「
マ
ゲ
が

ぽ
た
り
と
落
ち
た
時
は
首
を
落

と
さ
れ
た
よ
う
で
、
永
久
に
日

本
か
ら
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
、
涙
が
出
る
ほ
ど
悲
し
か
っ

た
」（
50
頁
）。
や
が
て
、
横
浜

に
送
ら
れ
て
最
終
的
に
は
長
崎

の
神
学
校
で
学
ば
れ
た
。
興
味

深
い
の
は
、
そ
の
前
の
二
、
三

年
、
試
の
期
間
と
し
て
社
会
に

出
さ
れ
た
こ
と
。
神
父
様
は
、

小
学
校
の
先
生
に
な
っ
た
と
い

う
。
こ
う
し
て
、
落
伍
者
も
出

る
中
で
、
一
八
八
七
年
三
十
一

歳
で
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
五

島
初
の
司
祭
。

最
初
の
赴
任
地

は
大
分
で
、
臼
杵

の
あ
と
、
一
八
九

〇
年
鹿
児
島
に
転

勤
。
当
初
、
川
内
の
皿
山
に
お

ら
れ
た
フ
ェ
リ
エ
神
父
様
の
元

に
身
を
寄
せ
、
鹿
児
島
入
り
を

準
備
さ
れ
た
と
い
う
。
鹿
児
島

で
は
、
す
で
に
宣
教
活
動
を
始

め
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か

ら
送
ら
れ
た
四
、
五
人
の
信
者

た
ち
が
毎
日
の
よ
う
に
来
て
は

議
論
を
戦
わ
せ
て
帰
っ
て
い
っ

た
。
神
父
様
は
、
毎
回
、
丁
寧

に
応
答
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
義
を
親
切
に
説
か
れ
た
の

で
、
つ
い
に
、
こ
の
人
々
は
カ

ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
と
い

う
。最
初
の
受
洗
者
は
十
二
人
。

ザ
ビ
エ
ル
教
会
創
設
者
、
初

代
主
任
司
祭
ト
マ
ス
島
田
喜
蔵

神
父
様
の
聡
明
さ
と
宣
教
師
魂

に
は
敬
服
す
る
が
詳
細
を
記
す

に
は
紙
面
が
尽
き
た
。
機
会
が

あ
れ
ば
続
き
を
書
き
た
い
と
思

う
。

司
教
執
務
室
便
り

島
田
喜
蔵
神
父
を
思
う

ロ
ー
マ
で
の
生
活
の
最
大
の

特
徴
は
、
や
は
り
教
皇
様
と
の

近
さ
で
す
。
神
学
校
か
ら
バ
チ

カ
ン
へ
は
歩
い
て
行
け
る
距
離

（
徒
歩
二
十
五
分
）
な
の
で
、

友
達
同
士
誘
い
合
っ
て
し
ば
し

ば
日
曜
日
の
お
告
げ
の
祈
り
に

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
で
の

教
皇
様
の
御
ミ
サ
に
も
何
度
か

あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
く
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
昨
年
四
月
二
十
七
日
の

ヨ
ハ
ネ
二
十
三
世
と
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
の
列
聖
式
に
参
列

し
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
本
当

に
大
切
な
の
は
、
こ
の
物
理
的

な
近
さ
を
通
し
て
教
皇
様
の
た

め
の
祈
り
と
犠
牲
、
そ
し
て
子

と
し
て
の
一
致
と
忠
実
の
心
を

養
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ

ー
マ
滞
在
期
間
を
通
し
て
教
皇

様
へ
の
愛
を
深
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

学
期
中
「
セ
デ
ス
」
の
神
学

生
は
み
な
聖
十
字
架
大
学
で
学

び
ま
す
。
学
部
の
講
義
は
基
本

的
に
す
べ
て
午
前
中
に
行
わ
れ

る
の
で
、
午
後
の
時
間
は
個
人

的
な
学
習
や
そ
の
他
の
活
動
に

あ
て
て
い
ま
す
。
大
学
に
は
私

た
ち
の
ほ
か
に
も
、
オ
プ
ス
・

デ
イ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
や
ロ

ー
マ
市
内
の
他
の
神
学
校
や
修

道
会
の
神
学
生
、
ま
た
信
徒
の

学
生
も
在
籍
し
て
お
り
、
様
々

な
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
や
文
化

的
背
景
の
人
々
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
充
実
し
た

講
義
内
容
そ
の
も
の
と
合
わ
せ

て
、
本
当
に
貴
重
な
体
験
の
場

を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

ま
た
学
習
以
外
に
も
神
学
生

に
は
毎
週
、
主
と
し
て
土
曜
か

日
曜
に
、
ロ
ー
マ
市
内
の
小
教

区
や
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
で

の
司
牧
実
習
の
割
り
当
て
が
あ

り
ま
す
。
学
期
中
は
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
の
司
祭
・
修
道
者
の
指

導
の
下
、
様
々
な
研
修
を
通
し

て
司
祭
的
な
心
の
形
成
を
目
指

し
ま
す
。
昨
年
度
の
私
の
実
習

先
は
神
学
校
近
く
の
サ
ン
タ
・

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ロ
マ
ー
ナ

老
人
ホ
ー
ム
で
し
た
。
そ
こ
で

は
主
日
の
ミ
サ
の
手
伝
い
を
中

心
に
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
協
力
し
て
奉
仕
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
夏
期
・
ク
リ

ス
マ
ス
・
復
活
祭
前
後
の
ま
と

ま
っ
た
休
暇
の
間
に
は
、
ロ
ー

マ
を
離
れ
て
イ
タ
リ
ア
各
地
の

小
教
区
や
施
設
に
派
遣
さ
れ
ま

す
。私

の
場
合
、
昨
年
の
夏
季
休

暇
の
七
月
は
イ
タ
リ
ア
北
部
の

ブ
レ
シ
ア
教
区
の
ア
ル
フ
ィ
ア

ネ
ッ
ロ
小
教
区
へ
、
八
月
は
や

は
り
北
部
の
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
教
区

の
老
人
ホ
ー
ム
へ
派
遣
さ
れ
、

つ
づ
く
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
と
復

司
祭
を
目
指
し
ロ
ー
マ
留
学
②

教
区
大
神
学
生

霧
島
　
彬
さ
ん

活
祭
休
暇
に
は
夏
期
休
暇
と
同

じ
く
ア
ル
フ
ィ
ア
ネ
ッ
ロ
小
教

区
へ
行
き
ま
し
た
。
夏
休
み
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ

た
典
礼
・
民
間
信
心
の
実
践
、

教
会
・
司
祭
と
地
域
社
会
の
か

か
わ
り
方
な
ど
を
じ
か
に
見
て

体
験
す
る
こ
と
は
多
く
の
刺
激

と
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。以

上
、
ロ
ー
マ
で
の
神
学
校

生
活
の
一
端
を
記
し
て
み
ま
し

た
。
本
当
に
充
実
し
た
毎
日
だ

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

貴
重
な
学
び
と
養
成
の
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
い

つ
も
祈
り
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
司
教
様
、
神
父
様
方
、

す
べ
て
の
鹿
児
島
教
区
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
私
を

含
め
鹿
児
島
教
区
の
神
学
生
、

そ
し
て
世
界
中
の
神
学
生
が
主

の
召
命
に
忠
実
に
こ
た
え
て
い

け
る
よ
う
ご
支
援
と
お
祈
り
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

同
体
と
し
て
若
い
命
を
育
む
信

仰
教
育
の
あ
り
方
を
模
索
し
、

努
力
す
る
」
こ
と
の
重
大
さ
を

痛
感
し
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
母
親
、
祖
父
母
の
切
な
る

願
い
に
こ
た
え
て
か
、
あ
る
高

学
年
の
子
ど
も
は
「
部
活
が
あ

る
た
め
途
中
で
キ
ャ
ン
プ
を
切

り
上
げ
る
」
こ
と
を
条
件
に
出

席
す
る
な
ど
と
聞
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
は
全
員
が

最
後
ま
で
共
に
過
ご
し
、
す
べ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
進
め
て
く
だ
さ

っ
た
栃
尾
神
父
様
と
十
二
月
に

司
祭
叙
階
を
迎
え
ら
れ
る
貴
島

丈
弥
助
祭
の
働
き
は
、
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
の
一
致
し
た
姿

を
子
ど
も
た
ち
に
印
象
づ
け
る

よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。ま

た
各
教
会
か
ら
同
伴
し
て

く
だ
さ
っ
た
大
人
た
ち
二
十
五

人
の
協
力
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
家
族
に
見
守
ら
れ
る
安
心
感

と
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
、
新
し

い
友
と
の
出
会
い
を
実
現
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

神
様
の
創
造
さ
れ
た
美
し
い

海
、
山
で
初
め
て
出
会
う
友
と

泳
ぎ
、
食
し
、
初
め
て
の
教
会

で
祈
り
、
遊
び
、
枕
を
並
べ
た

経
験
は
、
一
人
ひ
と
り
の
喜
び

と
な
り
、
有
意
義
な
集
い
と
な

り
ま
し
た
。

（
報
告
　
西
山
晃
代
修
道
女
）

で
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
早
速
、
教
会
学

校
担
当
の
八
人
の
委
員
は
大
熊

教
会
に
集
い
、
担
当
司
祭
の
栃

尾
泰
英
神
父
様
を
中

心
に
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
奄
美
地
区
教

会
学
校
の
「
サ
マ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
を
心

配
し
な
が
ら
の
催
し

と
な
り
ま
し
た
が
、

七
月
二
十
八
日
（
火
）

か
ら
二
十
九
日
（
水
）

ま
で
島
の
最
南
端
瀬

戸
内
町
の
古
仁
屋
教

会
と
隣
接
の
古
仁
屋

信
愛
幼
稚
園
を
会
場

に
、
島
内
か
ら
小
・

中
学
生
十
七
人
が
共

に
過
ご
す
機
会
を
持
ち
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
楽
し
く
、
元

気
い
っ
ぱ
い
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
こ

う
」
で
し
た
。

奄
美
大
島
に
お
い
て
も
信
者

の
家
庭
に
は
少
子
化
の
波
が
押

し
寄
せ
、
ま
た
学
校
の
部
活
や

習
い
事
な
ど
で
、
時
間
に
余
裕

の
な
い
の
が
子
ど
も
た
ち
の
現

状
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
世

代
へ
の
信
仰
伝
達
と
い
う
大
き

な
使
命
を
担
う
教
会
学
校
担
当

の
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

「
共
に
祈
り
、
考
え
、
信
仰
共

「
荒
れ
野
に
公
平
が
宿
り
園
に
正
義
が

住
ま
う
。
正
義
が
造
り
出
す
も
の
は
平

和
で
あ
り
正
義
が
生
み
出
す
も
の
は
と

こ
し
え
に
安
ら
か
な
信
頼
で
あ
る
。」

（
イ
ザ
ヤ
32
・
16
〜
17)

「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、
幸
い
で

あ
る
、
そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と
呼
ば

れ
る
。」（
マ
タ
イ
5
・
9)

①
学
習
会

日
　
時
　
９
月
19
日
（
土
）
14
時

場
　
所
　
ザ
ビ
エ
ル
教
会
要
理
室

テ
ー
マ
「
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
」

・
現
行
憲
法
に
お
け
る
「
信
教
の
自
由
」

「
政
教
分
離
」
と
は
？

・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
考
え
は
？

・
自
民
党
憲
法
改
正
案
が
施
行
さ
れ
る
と
、
ど

う
変
わ
る
か
？

参
考
文
献
「
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
」（
２
０

０
７
年
　
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行
）

「
平
和
を
つ
な
ぐ
」（
松
浦
悟
郎
著
　
２
０
１

５
年
　
ド
ン
ボ
ス
コ
社
発
行
）

②
定
例
「
学
習
会
と
分
か
ち
合
い
」

日
　
時

毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
２
時
か
ら

ど
う
ぞ
、
ご
自
由
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

「
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
」
山
下
和
実

℡
０
８
０
（
１
７
０
４
）
８
３
１
５

サ
マ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

奄
美
地
区
教
会
学
校
が
古
仁
屋
で
開
催

正義と平和協議会からご案内

「学習会・分かち合い」

今
年
六
月
、「
奄
美
地
区
宣

教
司
牧
を
考
え
る
会
」
の
新
メ

ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
、
地

区
長
永
山
幸
弘
神
父
様
の
も
と

キラキラ輝いた子こどもたちでした

伊
集
院
巡
礼
の
ご
案
内

九
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前

六
時
半
、ザ
ビ
エ
ル
教
会
集
合
。

ど
な
た
で
も
参
加
可
。
持
ち
物

は
ロ
ザ
リ
オ
、
飲
み
物
、
お
や

つ
、
弁
当
（
当
日
予
約
可
）、

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴

（
片
道
二
十
四
キ
ロ
）。
現
地
で

感
謝
の
ミ
サ
後
解
散
。
主
催
は

青
年
会
。
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6
日
（
日
）
年
間
第
二
十
三
主
日

▼
ベ
ネ
テ
ィ
ク
ト
朴
鎭
亮
師
司
祭
叙
階
式
・
ザ
ビ
エ
ル

教
会
・
14
時

8
日
（
火
）
聖
マ
リ
ア
の
誕
生

▼
教
区
典
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
七
田
和
三
郎
神
父
命
日
（
一
九
八
九
年
）

13
日
（
日
）
年
間
第
二
十
四
主
日

▼
教
区
フ
ェ
ス
タ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
13
時

14
日
（
月
）
十
字
架
称
賛

▼
糸
永
真
一
名
誉
司
教
司
祭
叙
階
記
念
（
一
九
五
二
年
）

15
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
司
教
座
聖
堂
献
堂
記
念
日

20
日
（
日
）
年
間
第
二
十
五
主
日

21
日
（
月
）
聖
マ
タ
イ
使
徒
福
音
記
者

23
日
（
水
）
ダ
ニ
エ
リ
神
父
命
日
（
二
〇
〇
三
年
）

▼
バ
ル
ビ
ニ
神
父
命
日
（
二
〇
〇
四
年
）

26
日
（
土
）
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
宣
教
学
校
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
13
時
30
分

27
日
（
日
）
年
間
第
二
十
六
主
日

▼
世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日

▼
メ
ニ
ヒ
神
父
叙
階
記
念
（
一
九
五
九
年
）

▼
松
永
正
男
神
父
霊
名
（
聖
ビ
ン
セ
ン
チ
オ
）

▼
伊
集
院
巡
礼
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
6
時
30
分

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

29
日
（
火
）
聖
ミ
カ
エ
ル
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
聖
ラ
フ
ァ
エ
ル
大
天
使

▼
テ
ィ
エ
ン
神
父
霊
名
（
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
）

祈
り
の
意
向

【
ノ
ベ
ナ
】
教
区
フ
ェ
ス
タ
の
た
め
（
3
日
〜
12
日
）

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
世
界
共
通

・
若
者
に
機
会
を

宣
　
　
　
教

・
カ
テ
キ
ス
タ

日
本
の
教
会

・
高
齢
者
の
尊
厳

会

と

催

し

（
９
月
）

の
神
学
校
で
学
ぶ
神
学
生
な
ど

が
ス
ピ
ー
チ
。
そ
の
出
自
・
経

歴
は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
、
皆
が

神
さ
ま
の
子
ど
も
と
し
て
神
さ

ま
の
声
を
伝
え
る
べ
く
第
二
、

第
三
の
ザ
ビ
エ
ル
を
目
指
し
て

い
る
と
知
っ
た
。

ま
た
、
泉
神
父
が
段
ボ
ー
ル

紙
で
自
作
の
「
心
の
戸
」
を
用

い
て
黙
示
録
の
み
言
葉
を
解

説
。「
神
さ
ま
は
い
つ
も
皆
の

心
の
戸
を
ノ
ッ
ク
し
呼
び
か
け

て
い
る
。
心
の
目
で
見
な
い
と

神
さ
ま
は
見
え
な
い
」
と
話
し

た
。昼

食
は
お
に
ぎ
り
な
ど
を
加

治
木
町
の
「
陶
夢
ラ
ン
ド
」
で
。

う
」（
黙
三
・
20
）
に
つ
い
て

考
え
た
。

三
日
、
子
ど
も
た
ち
は
ザ
ビ

エ
ル
教
会
に
集
合
。
小
聖
堂
で

泉
浩
二
神
父
か
ら
二
泊
三
日
の

生
活
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
楽
し
い
日
々
と
な
る

よ
う
祈
り
、
出
発
し
た
。

マ
リ
ア
山
荘
で
は
先
ず
、
子

ど
も
た
ち
が
自
己
紹
介
。
グ
ル

ー
プ
分
け
を
行
い
、
各
自
グ
ル

ー
プ
名
を
「
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
」、

「
ア
ガ
ぺ
ー
」、「
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
」と
命
名
し
た
。

夕
食
後
、
ザ
ビ
エ
ル
の
生
涯
に

つ
い
て
学
習
。
就
寝
前
、
お
御

堂
で
祈
り
、
黙
示
録
三
章
20
節

の
み
言
葉
を
繰
り
返
し
聞
い

た
。四

日
。
ミ
サ
で
は
泉
神
父
が

「
信
じ
る
心
を
神
さ
ま
は
待
っ

て
い
る
。
信
じ
れ
ば
信
じ
る
ほ

ど
、
神
さ
ま
の
思
い
が
分
か
る

よ
う
に
な
る
」
と
説
教
。

黙
示
録
の
み
言
葉
に
触

れ
、「
神
さ
ま
は
何
を
言

お
う
と
し
て
い
る
の
か
、

心
で
考
え
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
た
。

朝
食
後
、「
み
ん
な
神

さ
ま
の
子
ど
も
」
を
テ

ー
マ
に
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
た
教
区
の

神
学
生
と
志
願
生
の
話

を
聞
い
た
。
韓
国
で
学

ぶ
韓
国
人
神
学
生
、
ロ

ー
マ
で
学
ぶ
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
の
血
を
引
く
姶
良

出
身
の
神
学
生
、
長
崎

の
小
神
学
校
と
コ
レ
ジ

オ
を
経
て
現
在
、
東
京

夏
休
み
子
ど
も
大
会
は
今
年

で
三
回
目
。
近
年
、
各
教
会
で

は
少
子
化
や
習
い
事
等
に
よ
る

生
活
の
繁
忙
に
よ
り
、
単
独
で

の
夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
実

施
が
困
難
な
傾
向
に
あ
る
。
教

区
で
は
教
会
の
枠
を
超
え
た
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
毎
夏
、

大
会
を
教
区
全
体
の
行
事
と
し

て
位
置
づ
け
、
行
っ
て
い
る
。

大
会
で
は
毎
年
、
合
宿
生
活

を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
テ
ー

マ
を
設
け
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
工
夫
。
今
年
は
「
み
ん
な
神

さ
ま
の
子
ど
も
」
が
テ
ー
マ
。

ザ
ビ
エ
ル
の
生
涯
を
学
び
、

「
見
よ
、
わ
た
し
は
戸
口
に
立

っ
て
、
た
た
い
て
い
る
。
だ
れ

か
わ
た
し
の
声
を
聞
い
て
戸
を

開
け
る
者
が
あ
れ
ば
、
わ
た
し

は
中
に
入
っ
て
そ
の
者
と
共
に

食
事
を
し
、
彼
も
ま
た
、
わ
た

し
と
共
に
食
事
を
す
る
で
あ
ろ

夕
方
ま
で
、
滝
の
あ
る
湧
水
施

設
「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」
で
の

水
遊
び
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。

夕
食
は
山
荘
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
続
い
て
花
火
に
興
じ
た
。

最
終
日
の
五
日
。
朝
食
後
、

子
ど
も
た
ち
は
ザ
ビ
エ
ル
へ
の

手
紙
に
取
り
組
ん
だ
。
二
泊
三

日
の
生
活
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
や
自
ら
の
思
い
を
原
稿
用
紙

に
。
遠
い
道
の
り
を
福
音
宣
教

の
た
め
来
日
し
た
ザ
ビ
エ
ル
へ

の
感
謝
や
「
新
し
い
お
友
だ
ち

と
出
会
え
、
神
さ
ま
の
子
ど
も

と
し
て
、
仲
良
く
な
れ
て
よ
か

っ
た
」
な
ど
の
言
葉
が
綴
ら
れ

た
。今

年
、
大
会
に
参
加
し
た
子

ど
も
は
鴨
池
、
国
分
、
谷
山
な

ど
五
教
会
か
ら
十
四
人
。
大
会

後
、「
神
父
に
な
り
た
い
」
と

告
げ
る
子
ど
も
や
、「
シ
ス
タ

み
ん
な
神
さ
ま
の
子
ど
も

マ
リ
ア
山
荘
で
夏
休
み
子
ど
も
大
会

第
三
回
夏
休
み
子
ど
も
大
会
（
聖
書
学
校
）
が
、
八
月
三
日

（
月
）
か
ら
五
日
（
水
）
ま
で
、
マ
リ
ア
山
荘
（
溝
辺
教
会
）
で
あ

っ
た
。
二
泊
三
日
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
の
生
涯
を
学
び
つ
つ
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
三
章
20
節
の

み
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
今
年
の
課
題
。
最
終
日
に
は
、
子

ど
も
た
ち
自
ら
の
思
い
を
ザ
ビ
エ
ル
に
宛
て
し
た
た
め
た
。

ー
に
な
り
た
い
」
と
志
願
生
に

そ
の
生
活
の
様
子
を
尋
ね
る
子

ど
も
の
姿
も
あ
っ
た
。

（
報
告
・
諏
訪
勝
郎
神
学
生
）

ザ
ビ
エ
ル
様
こ
ん
に
ち
は

国
分
教
会

別
技
春
奈

ザ
ビ
エ
ル
様
、こ
ん
に
ち
は
。

私
は
あ
な
た
の
お
か
げ
で
、
こ

の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ザ
ビ
エ
ル
様
が
様
々
な
国
に

キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
伝
え
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
教
会
に

行
く
こ
と
も
で
き
た
し
、
イ
エ

ス
様
、
神
様
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
、
あ
な
た
の
お
か
げ
で

行
く
こ
と
が
で
き
た
こ
の
キ
ャ

ン
プ
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と

は
、
あ
な
た
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
で
あ
な
た
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
を
知
っ

た
こ
と
は
絶
対
に
忘
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
は
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ザ
ビ
エ
ル
様
っ
て
す
ば
ら
し

い
方
な
ん
で
す
ね
。
ザ
ビ
エ
ル

様
、
私
た
ち
に
神
様
の
こ
と
、

イ
エ
ス
様
の
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ザ

ビ
エ
ル
様
へ

吉
野
教
会
　
池
堂
穂
貴

ザ
ビ
エ
ル
様
、
ぼ
く
は
、
あ

な
た
が
全
国
に
、
お
祈
り
を
広

め
て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、

ぼ
く
は
お
祈
り
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

も
し
あ
な
た
様
が
、
い
な
か

っ
た
ら
お
祈
り
と
い
う
と
て
も

大
切
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
あ
な
た
様
が
「
お
祈
り
」

と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め

に
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
で
神
さ
ま
の
こ
と

に
き
ょ
う
み
を
持
ち
、
神
さ
ま

の
こ
と
が
少
し
知
れ
ま
し
た
。

ザ
ビ
エ
ル
様
の
よ
う
な
り
っ

ぱ
な
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
ぼ

く
は
少
し
で
も
ど
り
ょ
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
へ

ザ
ビ
エ
ル
教
会
　
岩
元
玲
奈

わ
た
し
は
、
こ
の
三
日
間
で

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
こ
と
を
い
っ

ぱ
い
知
り
ま
し
た
。

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
が
、
鹿
児
島

に
来
て
く
れ
た
お
か
げ
で
今
、

わ
た
し
た
ち
は
ザ
ビ
エ
ル
さ
ま

の
大
切
さ
を
前
よ
り
も
と
っ
て

も
感
じ
、
そ
の
お
か
げ
で
わ
た

し
は
、
今
こ
こ
に
い
ま
す
。

日
本
に
ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
が
こ

な
か
っ
た
ら
、
ザ
ビ
エ
ル
さ
ま

の
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
も
で
き

ず
、
お
母
さ
ん
か
ら
お
し
え
て

も
ら
う
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の

こ
と
を
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
大
会
で
綴
っ
た

ザ
ビ
エ
ル
様
へ
の
感
謝
の
手
紙

公園で水遊び。笑顔いっぱいの子どもたち
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「
沖
縄
キ
リ
ス
ト
伝
道
会
」

（
会
長=

日
本
基
督
教
団
読
谷

教
会
牧
師
具
志
堅
篤
）
と
称
さ

れ
る
日
本
基
督
教
団
の
牧
師
と

信
徒
の
た
め
の
学
習
会
に
講
師

と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

本
来
、
こ
の
会
で
は
毎
年
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
神
学
者
が

招
聘
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
今

回
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
か

ら
学
ぶ
」
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
開
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
司
祭

が
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
た
わ
け

で
す
。
先
方
か
ら
の
依
頼
も
あ

っ
て
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
違
い
」、「
カ
ト

リ
ッ
ク
の
信
仰
」
、
そ
し
て

「
マ
リ
ア
論
」
が
講
話
の
内
容

の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

一
回
二
時
間
、
合
計
四
回
の

質
疑
応
答
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
含
ん
だ
講
座
は
毎
回
、
そ

の
時
間
の
長
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
ほ
ど
面
白
く
、
ま
た
興
味
深

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
日
程

の
関
係
か
ら
八
月
三
日
（
月
）

か
ら
四
日
ま
で
の
間
、
一
日
に

二
回
の
講
話
と
い
う
凝
縮
し
た

計
画
で
し
た
が
、
午
前
と
午
後

を
通
じ
て
集
中
力
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
真
摯
に
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
る
牧
師
先
生
方
の
熱

心
さ
に
は
心
を
打
た
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
積
極

的
な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
双
方
の
理
解
を
深
め

る
と
て
も
よ
い
機
会
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

毎
回
の
講
座
の
中
で
参
加
者

か
ら
幾
度
と
な
く
聞
か
れ
た
言

葉
は
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も

カ
ト
リ
ッ
ク
も
深
い
と
こ
ろ
で

は
違
い
が
な
い
」
と
い
う
も
の

で
す
。
実
は
こ
れ
は
当
然
の
こ

と
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
が
正
統
信
仰
を
も
っ
て
い

る
の
な
ら
、
そ
の
信
仰
は
使
徒

の
伝
承
に
基
づ
い
て
い
る
は
ず

だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
伝
統

の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
信
仰
そ

れ
自
体
は
使
徒
た
ち
の
信
仰
に

基
づ
く
も
の
な
の
で
す
か
ら
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
カ
ト
リ
ッ

ク
も
大
き
な
違
い
が
な
い
は
ず

で
す
。
ま
さ
に
、
パ
ウ
ロ
の

「
主
は
一
人
、
信
仰
は
一
つ
、

洗
礼
は
一
つ
」
と
い
う
言
葉
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
（
エ
フ
ェ
ソ

四
・
5
）。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以

降
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
言
葉
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
を
超
え
て

教
会
が
一
致
へ
と
歩
み
出
す
た

め
に
対
話
と
協
力
を
し
て
い
こ

う
、
と
い
う
理
念
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な

の
は
、
こ
の
運
動
は
相
手
が
自

分
と
同
じ
教
派
に
属
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

俳
　
句国

分
教
会
　
政
ノ
ブ
子

主
の
恵
み
上
棟
祭
や
蝉
時
雨

棟
上
げ
の
祝
に
集
う
葉
月
か
な

谷
山
教
会
　
東
　
健
一
郎

バ
イ
ブ
ル
に
心
静
め
て
今
朝
の
秋

吉
野
教
会
　
徳
永
ノ
ブ
子

忘
れ
得
ぬ
事
の
多
々
あ
る
原
爆
忌

病
葉
の
は
ら
は
ら
散
る
を
踏
み
し

め
て

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
和

平
和
の
鐘
心
に
響
け
七
十
年

奄
美
市
　
林
　
常
広

位
牌
見
て
お
盆
近
し
と
妻
偲
ぶ

出
水
教
会
　
遠
竹
陸
郎

園
児
ら
の
礼
儀
正
し
き
夏
日
か
な

短
　
歌鴨

池
教
会
　
前
田
儀
子

聖
書
の
解
読
に
は
な
ほ
物
足
り

ず
自
ら
の
予
兆
的
解
釈
を
な
せ

る
パ
ス
カ
ル

吾
亦
紅
の
く
ら
き
朱
の
実
乾
き
つ

つ
羊
朶
の
複
葉
動
く
は
蜥
蜴
か

み
づ
い
ろ
の
空
や
は
ら
か
に
昏

れ
ゆ
き
て
樹
樹
は
濃
き
影
地
表

に
落
す鹿

児
島
純
心
　
川
上
　
和

原
爆
の
乙
女
の
叫
び
今
も
聞
く

平
和
の
願
い
祈
り
に
込
め
る

出
水
教
会
　
遠
竹
陸
郎

飾
り
た
る
教
皇
の
写
真
見
上
ぐ
れ

ば
吾
は
自
ず
と
心
安
ら
ぐ

老
ひ
の
知
恵
説
く
教
皇
の
説
教
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
て
吾
は
聞
き
た
り

で
す
。
ど
こ
が
「
違
い
」、
ど

こ
が
「
同
じ
」
で
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
す
。
そ
こ
で
こ
そ
、
相
互

理
解
と
多
様
性
に
基
づ
く
一
致

が
生
ま
れ
る
の
で
す
。し
か
し
、

こ
の
た
め
に
は
各
教
派
の
根
本

に
あ
る
も
の
を
言
葉
を
も
っ
て

明
晰
に
語
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
今
回
の
沖
縄
で

文

芸

の
講
座
は
ま
さ
に
真
の
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
な
集
い
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
、と
思
わ
れ
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
の
各
教
派
が
使
徒

の
伝
承
に
基
づ
い
て
い
る
限
り

根
本
は
同
じ
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
と

き
、
キ
リ
ス
ト
教
は
諸
教
派
を

超
え
て
イ
エ
ス
様
の
み
名
に
よ

っ
て
ひ
と
つ
な
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
不
平

不
満
を
言
い
た
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
が
不
平
を

訴
え
る
こ
と
に
正
当
性
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
た
と
え
は
「
天
の
国
は

次
の
よ
う
に
た
と
え
ら
れ
る
」

と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
り
、

「
後
に
い
る
者
が
先
に
な
り
、

先
に
い
る
者
が
後
に
な
る
」
と

結
ば
れ
て
い
ま
す
（
マ
タ
イ

20
・
1
、
16
）。
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
話
は
賃
金
の
こ
と
で

は
な
く
、
天
の
国
に
入
る
順
番

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
す
。こ
こ
で
は
、

神
の
国
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
こ

と
は
他
者
と
の
比
較
に
よ
る
報

い
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
後
に
い
る
者
」
と
は
イ
エ
ス

様
の
新
し
い
教
え
を
理
解
し
た

者
の
こ
と
で
あ
り
、「
先
に
い

る
者
」
と
は
従
来
の
教
え
に
従

っ
て
い
る
者
を
指
し
て
い
る
、

と
言
え
ま
す
。
こ
の
両
者
に
対

し
て
同
じ
よ
う
に
神
の
国
は
開

か
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
こ
こ
に
「
賃
金
が
同
じ
で

あ
っ
た
」
と
い
う
た
と
え
の
意

味
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ぶ
ど
う
園
の
主
人
は
労
働
者

に
「
わ
た
し
の
気
前
の
よ
さ
を

ね
た
む
の
か
」
と
語
り
ま
す

（
20
・
15
）。
こ
の
言
葉
を
直
訳

す
る
と
「
わ
た
し
は
良
い
の
で

あ
る
か
ら
、
あ
な
た
の
目
が
悪

イ
エ
ス
様
の
た
と
え
話
は
常

識
で
は
な
く
神
の
国
か
ら
読
み

解
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら

「『
ぶ
ど
う
園
の
労
働
者
』
の
た

と
え
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

（
マ
タ
イ
20
・
1
〜
16
）。
確
か

に
、
早
朝
か
ら
長
く
働
い
て
い

た
者
と
夕
方
か
ら
僅
か
し
か
働

い
て
い
な
い
者
の
賃
金
が
同
じ

で
あ
る
こ
と
は
些
か
不
当
で
あ

る
か
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
別
段
、
個
々

の
契
約
が
反
古
に
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も
、

主
人
と
労
働
者
の
契
約
は
成
立

い
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
言
葉

は
、
不
平
を
呟
く
者
は
良
い
も

の
、
即
ち
、
神
の
国
の
福
音
に

眼
を
向
け
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
眼
が
悪
い
」
と
は
イ
ザ
ヤ
の

預
言
を
踏
ま
え
て
、
神
様
の
御

旨
を
理
解
し
な
い
こ
と
の
象
徴

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
マ

タ
イ
13
・
14
、
イ
ザ
ヤ
6
・

10
）。神

の
国
と
は
善
行
に
対
す
る

報
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働

者
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

た
と
え
そ
れ
が
何
時
の
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
イ
エ
ス
様
の
教
え

を
悟
り
、
そ
れ
を
生
き
よ
う
と

す
る
こ
と
に
よ
り

迎
え
入
れ
ら
れ
る

も
の
が
神
の
国
な

の
で
す
。

鈴
木
神
父
の
や
さ
し
い
み
言
葉

ぶ
ど
う
園
で
の
出
来
事

違
い
を
学
ん
で
ひ
と
つ
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
兄
弟
た
ち
に
講
話

吉
野
教
会
主
任
司
祭

鈴

木

康

由

恒
例
の
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

教
師
研
修
会
が
七
月
に
開
催
さ

れ
た
。
テ
ー
マ
は
カ
ト
リ
ッ
ク

の
精
神
。
参
加
者
の
感
想
を
紹

介
し
た
い
。

亀
津
幼
稚
園
　
実
島
綾
香

私
は
今
回
初
め
て
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
教
師
研
修
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
講
演
の
テ
ー
マ
が
「
カ
ト

リ
ッ
ク
の
精
神
」
と
い
う
こ
と

で
、
最
初
は
私
に
理
解
で
き
る

の
か
、
そ
の
精
神
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
下
町
神
父
の
お
話
は

と
て
も
分
か
り
や
す
く
て
、
神

父
の
生
い
立
ち
、
紙
芝
居
や
読

み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
精
神
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は

「
神
様
に
見
守
ら
れ
て
い
る
と

同
時
に
、
私
た
ち
も
神
様
が
喜

ぶ
こ
と
を
し
な
さ
い
」
と
い
う

お
話
で
す
。
日
頃
の
保
育
で

「
神
様
に
見
守
ら
れ
て
い
る
。

い
つ
も
一
緒
に
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
神
様
が
喜
ぶ
こ

と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
、
ど
う
し

た
ら
喜
ん
で
く
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
考
え

る
時
間
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
他
に
も
「
今
こ

こ
に
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
も

何
か
の
使
命
だ
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
神
様
の
愛
も

同
時
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。

講
演
が
終
わ
っ
た
後
に
は
夕

食
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
幼
稚

園
と
の
交
流
が
で
き
、
ま
た
同

じ
園
の
職
員
と
の
仲
を
深
め
ら

れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
終

わ
っ
て
か
ら
も
大
浴
場
で
お
話

を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
分
か
ち
合
い
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
で

行
っ
て
い
る
こ
と
、
ふ
だ
ん
の

保
育
で
の
悩
み
な
ど
広
い
範
囲

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
の
保
育
で
子
ど
も

た
ち
に
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
百

の
教
え
」
と
い
う
書
物
を
読
ん

で
い
ま
す
が
、
と
て
も
い
い
言

葉
で
自
分
た
ち
も
勉
強
に
な
る

と
い
う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

聖
書
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
読

み
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
ん
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
学
べ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
保
育
に
生
か
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

出
水
聖
母
幼
稚
園
職
員

七
月
二
十
三
、
二
十
四
日
に

第
四
十
六
回
鹿
児
島
教
区
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
教
師
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
福
岡
教
区
の
下
町
豊

重
神
父
様
で
、「
カ
ト
リ
ッ
ク

の
精
神
」
に
つ
い
て
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
ま
ず
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
た
の
ち
、
講
話
が
始
ま
り
ま

し
た
。「
言
葉
＝
言
霊
」
で
あ

る
生
き
た
言
葉
を
使
っ
て
い
る

意
識
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
や

周
り
に
い
る
人
と
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
で
、
愛
の
生
き
方
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
お
話
で
し
た
。
日
頃
、
何

気
な
く
発
し
て
い
る
言
葉
一
つ

ひ
と
つ
が
生
き
て
い
る
…
そ
う

思
う
と
「
自
分
の
保
育
や
周
り

の
人
と
の
か
か
わ
り
方
が
、
た

だ
な
ん
と
な
く
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
日
を
丁
寧
に
生
き
る
、
そ
う

意
識
す
る
こ
と
で
言
葉
ひ
と

つ
、
動
作
ひ
と
つ
に
心
が
込
め

ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
二
学
期
が
始
ま
り

ま
す
。
神
さ
ま
は
ど
ん
な
人
も

大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
。
そ
の

愛
を
私
た
ち
自
身
が
大
切
な
一

人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
か
か
わ
る

こ
と
で
伝
え
て
い
け
ま
す
よ
う

に
。

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
研
修
会
に
参
加
し
て

│
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
を
学
習
│


